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公益社団法人
  栃木市シルバー人材センター
　  広 報 女 性 委 員 会
令和４年9月15日発行

　

　安全・適正就業委員と事務局職員が、６地域のそれぞれ隣接する地域（西方と都賀）（栃木
と大平）（藤岡と岩舟）グループに別れ、作業現場を訪問し、パトロールを実施しました。

【藤岡：7/28(木)　太田ふれあい公園　植木作業】

【都賀：7/27(水)　個人宅　植木作業】 【西方：7/27(水)　西方体育館　草刈り作業】

【岩舟：7/28(木)　個人宅　草刈り作業】

【大平：7/28(木) 民間企業敷地　草刈り作業】【栃木：7/28(木)　個人宅　植木作業】



（２）

【
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
】

茅
島　
京
子
（
栃
木
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
】

M
・
Ｋ
（
都
賀
）

【
水
彩
画
】

飯
田　
廣
志
（
大
平
）

　
デ
ザ
イ
ン
マン
ホ
ー
ル
蓋
と
は
、そ
の
地
域
の

代
表
的
な
モ
ノ
を
描
い
た
蓋
の
こ
と
。

私
は『 

路
上
の
芸
術
品 
』と
呼
び
た
い
。

　
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
は
、十
数
年
前
の
テ

レ
ビ
番
組
。出
演
し
た
方
は
既
に
400
か
所
以
上

も
行
っ
た
と
い
う
。こ
れ
は
面
白
そ
う
だ
な
、と

私
も
出
か
け
た
先
で
写
真
に
収
め
る
様
に
な

り
ま
し
た
。市
内
に
は
統
合
前
の
１
市
５
町
計

６
種
類
の
マ
ン
ホ
ー
ル
が
あ
り
、カ
ラ
ー
版
も

あ
る
の
で
す
。　　
　
　
　
　

　
今
で
は
観
光
の
目
玉
の
一
つ
に
し
て
い
る

所
も
あ
る
程
。皆
さ
ん
も
た
ま
に
は
、路
上
の

芸
術
品
を
鑑
賞
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
員
投
稿
欄

　
ご
近
所
の
お
年
寄
り
15
名
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、月
１
回「
は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン
」を
開
催

し
て
か
ら
、は
や
８
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
変
わ
り
な

い
で
す
か
？
」
と
笑
顔
で
皆
さ
ん
を
お
迎
え

し
、健
康
体
操
や
頭
の
体
操
を
し
て
か
ら
そ
の

季
節
に
合
っ
た
お
ひ
な
様
や
七
夕
飾
り
を

作
っ
た
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
す
る
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
特
に
昼
食
作
り
は
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
、
買

い
出
し
に
行
き
、
利
用
者
さ
ん
に
喜
ん
で
頂

け
る
物
を
と
の
目
標
に
多
少
の
苦
労
は
あ
っ

て
も
楽
し
く
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
午
後
は
カ
ラ

オ
ケ
、
ゲ
ー

ム
、
輪
投
げ
等

私
達
も
参
加
し

て
笑
い
の
た
え

な
い
ひ
と
と
き

を
３
時
ま
で
過

ご
し
ま
す
。

　
最
近
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
中
止

に
な
る
こ
と
も

　
現
在
ペ
ア
ー
レ
ト
チ
ギ
で
水
彩
画
を
習
っ

て
い
ま
す
。
定
年
退
職
し
、
何
か
習
い
事
が

な
い
か
模
索
中
水
彩
画
講
習
を
思
い
立
ち
始

め
ま
し
た
。
中
々
上
手
く
描
け
ま
せ
ん
が
、

か
れ
こ
れ
丸
２
年
経
ち
ま
し
た
。

会員の皆様からの投稿（写真、絵、俳句 etc）お願いします。

あ
り
、
残
念
で
す
が
早
く
終
息
し
、
利
用

者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
共
に
楽
し

く
過
ご
せ
る
時
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
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会員の皆様からの投稿（写真、絵、俳句 etc）お願いします。

【
趣
味
と
シ
ル
バ
ー
】菊

地　
寛
司
（
岩
舟
）

【
孫
と
鎌
倉
に
て
】福

田　
則
子
（
都
賀
）

　
趣
味
は
、
以
前
仕
事（
橋
梁
）の
関
係
で
山

間
部
出
張
が
多
々
あ
っ
た
せ
い
か
渓
流
釣
り

と
狩
猟
で
休
日
の
合
間
を
見
つ
け
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
定
年
で
リ
タ
イ
ア
す
れ
ば
毎
日

が
休
日
に
な
り
趣
味
を
十
分
に
出
来
る
と
思

い
を
巡
ら
せ
計
画
を
立
て
２
年
間
位
は
よ
く

行
っ
て
い
た
が
、
い
つ
で
も
行
け
る
と
な
る

と
期
待
感
が
薄
れ
る
よ
う
に
な
り
行
く
回
数

も
減
り
ま
し
た
。

　
犬
の
散
歩
途
中
、
あ
る
家
の
庭
木
剪
定
を

し
て
い
る
の
を
立
ち
止
ま
り
見
て
い
る
と
、

「
庭
木
剪
定
を

す
る
の
で
す

か
？
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
「
ぜ

ん
ぜ
ん
や
り
ま

せ
ん
」
と
話
し
雑
談

す
る
中
、
私
が
暇
人
と
見
え
た
の
か
「
私
は

シ
ル
バ
ー
で
植
木
の
剪
定
を
や
っ
て
い
ま

す
、
シ
ル
バ
ー
へ
入
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
後
日
、
シ
ル
バ
ー
に
連

絡
し
説
明
会
で
シ
ル
バ
ー
の
し
く
み
の
説
明

を
受
け
、
希
望
職
種
欄
に
植
木
・
造
園
班
を

希
望
し
、
剪
定
の
仕

方
を
何
も
知
ら
ず
先

輩
に
習
い
早
６
年
目

で
す
。
外
仕
事
な
の

で
暑
い
寒
い
等
あ
り

ま
す
が
体
を
動
か
し

健
康
的
で
、
休
日
に

は
趣
味
も
出
来
、
こ

れ
か
ら
も
シ
ル
バ
ー

植
木
班
で
習
い
つ
つ

続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【趣味の彫刻】

弓を引く少女（樹齢200年）
杉の丸太を利用した1本造り

龍彫りの椅子
(1.5ｍ) 神村　茂（藤岡）
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鶴ヶ城をバックに(^^♪ 喜多方の日中線しだれ桜

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
旅
ク
ラ
ブ
】

竹
沢 

リ
イ
子
（
栃
木
）

　
今
年
４
月
に
行
っ
た
桜
鑑
賞
で
は
、長
い
喜

多
方
日
中
線
し
だ
れ
桜
、鶴
ヶ
城
の
桜
は
、満

開
で
特
に
目
に
焼
き
付
き
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
り
、と
て
も
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
数
年
前
で
す
が
、
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い

全
日
空
機
体
工
場
見
学
で
は
、
航
空
機
の
点

検
整
備
を
行
っ
て
い
る
所
を
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
高
尾
山
で
は
、
標
高
599
メ
ー
ト
ル
、途
中

ま
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
利
用
し
頂
上
ま
で
登

り
、
頂
上
で
の
絶
景
と
、
登
る
こ
と
が
で
き

た
満
足
感
で
、
昼
食
が
よ
り
い
っ
そ
う
美
味

し
か
っ
た
で
す
。
次
に
、
多
摩
御
陵
、
武
蔵

野
御
陵
を
参
拝
し
、墓
地
の
大
き
さ
と
、周
囲

の
広
さ
に
、び
っ
く
り
し
感
動
し
ま
し
た
。　

　
鎌
倉
で
は
、
源
頼
朝
ゆ
か
り
の
神
社
、
鶴

岡
八
幡
宮
に
も
行
き
、
少
し
歴
史
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
第
一
に
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
旅
ク
ラ
ブ
に
、
又
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

【
コ
ス
モ
ス
会
】成

田　
美
代
子
（
栃
木
）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
２
度
の
中
止
を
経
て
コ

ス
モ
ス
会（
女
子
会
）を
７
月
19
日「
い
っ
ち
ょ

う
」に
て
、実
施
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
忙

し
い
中
23
名
も
集
ま
り
頂
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
会
員

の
皆
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
話
が
で
き
た
事
、

楽
し
く
、
有
意
義
な
ひ
と
時
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
つ
つ
仕
事
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

同
好
会
だ
よ
り
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令
和
４
年
度
定
時
総
会

事
務
局
だ
よ
り

　
６
月
21
日（
火
）栃
木
市
キ
ョ

ク
ト
ウ
と
ち
ぎ
蔵
の
街
楽
習
館

大
交
流
室
で
定
時
総
会
が
開
催

さ
れ
、
当
日
の
会
員
総
数
820
名

の
う
ち
、
出
席
会
員
数
624
名（
出

席
44
名
、委
任
と
議
決
権
行
使
580

名
）で
総
会
が
成
立
し
、来
賓
と
し

て
大
川
市
長
、首
長
保
健
福
祉
部

長
、寺
内
高
齢
介
護
課
長
の
出
席

を
賜
り
ま
し
た
。

　
理
事
長
挨
拶
の
後
、来
賓
祝
辞

を
頂
き
、31
名
の
10
年
表
彰
、12
名

の
15
年
表
彰
、役
員
及
び
職
員
表

彰
を
行
い
、功
労
を
称
え
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
議
長
に
堀
内
氏
が

選
出
さ
れ
、
青
木
監
事
よ
り
監

査
報
告
、
令
和
３
年
度
補
正
予

算
及
び
事
業
報
告
、
第
１
次
中

期
計
画
、
令
和
４
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
の
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
次
に
、
令
和
３
年
度
決
算
報

告
、
役
員
の
選
任
、
理
事
長
に

対
す
る
権
限
委
任
の
件
に
つ
い

て
議
案
が
上
程
さ
れ
、審
議
・
採

決
の
結
果
、全
議
案
と
も
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

役職名　 　　氏　　名　　　　　　 地　域
役員名簿　期間：令和3年6月21日総会～令和５年６月総会

理事長
副理事長
専務理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
監事
監事

岩　舟
都　賀
事務局長
栃　木
栃　木
栃　木
栃　木
大　平
大　平
藤　岡
藤　岡
都　賀
西　方
岩　舟

行 政 ※新任
西　方
有識者

大島　　治
川俣　三男
高﨑　尚之
関口　光代
小井沼　要
大山 惠美子
北原　　孝
成瀬冨美男
山根　隆夫
田中　　仁
町田　耕一
手塚　静夫
坂本　孝司
市村　博子
首長　正博
石川　久子
青木　保則

＜大川市長＞

＜大島理事長＞

＜総会議長堀内様＞

表彰された皆様、おめでとうございます。
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市
と
市
議
会
に
対
し
て

　
　
セ
ン
タ
ー
支
援
を
要
望

　
８
月
１
日
、
大
島
理
事
長
、
川
俣

副
理
事
長
が
市
役
所
を
訪
問
し
、
市

長
と
正
副
議
長
に
対
し
て
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
業
績

が
落
ち
込
む
中
、
昨
年
度
は
市
か
ら

１
億
３
千
万
円
超
の
仕
事
を
受
託
し

た
ほ
か
、
事
業
運
営
補
助
を
受
け
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
事
業

総
額
の
３
割
強
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
公
共
事
業
の
発
注
拡
大
、補

助
金
の
確
保
、※
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導

入
へ
の
配
慮
、さ
ら
に
軽
度
生
活
援
助

員
派
遣
事
業
の
改
善
に
つ
い
て
新
た
に

要
望
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
を
受
け
取
っ
た
大
川
市
長

か
ら
は
、「
会
員
の
活
動
に
感
謝
し
て
お

り
、で
き
る
限
り
の
支
援
を
継
続
し
た

い
。今
後
も
市
民
へ
の
良
質
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
期
待
し
ま
す
。」と
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、中
島
議
長
、福
富
副
議
長
か

ら
は
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
小
規
模
事

業
所
に
与
え
る
影
響
を
懸
念
し
て
い

る
。」と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、こ
の
よ
う
な
機
会
を
捉

え
、会
員
の
皆
さ
ん
の
声
を
届
け
て
ま

い
り
ま
す
。

地　域　　　総務委員会 　広報・女性委員会 安全・適正就業委員会 
委員会名簿　期間：令和3年6月21日総会～令和５年６月総会

栃　木

大　平
藤　岡
都　賀
西　方
岩　舟

理　事
兼　務

○

○

◎ ◎
◎

○

　委員会は、理事会の下に設置され、メンバーは理事と地域班から推薦のあった会員で構成されています。３つ
の委員会では、会員同士が会員のためのより良い事業活動について議論し具体的な方策を立案しています。

※インボイス制度の影響➡現在、配分金に含まれる消費税は仕入税額控除が認められておりセンターとして
納税の必要はないが、令和5年10月に制度が導入されると配分金が控除対象ではなくなるため、センターと
しての消費税納税額が大幅に増える。（税負担増加額：R3決算ベース試算で約3千8百万円増が見込まれる）

〈大川市長へ〉〈中島議長、福富副議長へ〉

大関　晃一
須永　良一
 

吉田　四郎
石川　　昇
浦沼　英勇
嶋田　安治
堀内  晴雄
田中　　仁
市村　博子
小井沼　要
北原　　孝

渡辺　正男
神山　益子
田口　映子
多田　　滋
関口　武雄
玉田　正子
柏崎　泰子
麦倉　敏雄
成瀬冨美男
大山惠美子
坂本　孝司

石川　冨貴
赤塚　　昇

川口　文雄
神村　　茂
飯島　兵嘉
永島　　稔
菊地　寛司
町田　耕一
山根　隆夫
関口　光代
手塚　静夫 ◎ 委 員 長

○ 副委員長
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10月～12月
    各地域ボランティアの実施
9月 安全パトロールの実施
10月 職群班長会議
11月3日(木)
　 グラウンドゴルフ大会（雨天決行）
11～12月 草刈講習会
２月 植木・表具の講習会
２月 交通安全講習会
２月16日（木） カラオケ交流会 
２月 視察研修
２月 接遇講習
３月17日（金） 笑いヨガ教室 

　８月から大平連絡所にて、会員の皆
様と仕事をさせていただいています。
これからも皆様のご指導とご支援よろ
しくお願いします。　　　　　　　　

　　　戸澤　好明

　１月から栃木センターにてお世話に
なりました。9月末の退職となります
が、会員の皆様には色々なご支援を賜
り、厚く御礼申し上げます。皆様のご
健康とご活躍をお祈り申し上げます。

　　　　　新井　康浩

栃木市シルバー人材センター組織構成（令和4年8月末現在）

栃木4人　　都賀2人
大平2人　　西方2人
藤岡2人　　岩舟2人
上記以外3人　計17人

理事長
大　島　　　治
副理事長
川　俣　三　男
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【連絡先】
・栃木センター　　　      23-4165　 ・南部事業所（藤岡）62-1534
・ 〃　   （大平）　    43-0155　 ・　　〃　　（岩舟）55-8358
・北部事業所（都賀・西方） 92-8390　
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令和４年
7月末現在

※民間は植木等の受注減と企業等の契約打ち切り減が大きく、公共は施設管理の新規受注が増加している。

（８）

統計速報

事故件数　（シルバー保険適用事故） 地域別会員数

令和４年度事業実績（令和4年4月～令和4年７月）

2 2 0 0 2 0

10 10 0

12 012 2 0 0

5 2 2 1 4 1
4 15

10 2 2 1 28
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612

1,019

2,384

8

3,411

4,023

4,011

12

0.3%

0.3%

0.3%

8,546

14,507

7,145

35

21,687

30,233

31,168

-935

-3.0%

0.9%

-4.4%

40,595,894

64,663,188

33,325,941

148,075

98,137,204

138,733,098

139,105,274

-372,176

-0.3%

4.3%

-2.0%

4,506,847

4,364,051

7,850,764

2,200

12,217,015

16,723,862

16,384,644

339,218

2.1%

16.6%

-2.4%

4,043,138

6,433,304

3,332,904

0

9,766,208

13,809,346

13,853,870

-44,524

-0.3%

4.2%

-2.1%

49,145,879

75,460,543

44,509,609

150,275

120,120,427

169,266,306

169,343,788

-77,482

0.0%

5.3%

-2.1%

686

703

-17

-2.4%

198
87
82
27
98
75
567

99
21
44
16
25
24
229

297
108
126
43
123
99
796

令和元年より、「会員紹介」
の促進を目的に始めました
が、周知が足らず知らないと
の声をいただきました。 ➡

下記のカード提出で入会
　された際は紹介者に
　粗品進呈中。  

■会員紹介制度について

「会員ご紹介カード」使用方法及び注意事項について
１．本カードは、現在登録しているシルバー会員のみご使用いただけます。
２．当センターに入会されていないご家族やご親戚、ご友人などへ、セン
ターをご紹介頂き、ご入会を勧め、本カードをお渡しください。
【注意事項】
　・手渡す前に、必ず本カードのご紹介シルバー会員欄に、ご自分の
　氏名、会員番号、連絡先を記入しておいてください。(ご紹介者が不
　明の場合は無効になります)
・本カードは新規で入会される場合のみ有効です。
・１年以内に退会された方が再び入会される場合は対象外となります。
３．手渡された方（新規入会希望の方）は、入会説明会にご参加ください。
詳細は説明会にてお話いたします。

４．本カードをご提出いただいた方の入会が理事会で承認された後、
新規会員をご紹介してくれた会員様へ、当センターより粗品を進呈さ
せていただきます。

♡新規でご入会を希望される方

♣ご紹介シルバー会員

会員ご紹介カード

※このカードは、入会説明会時にセンターへ渡してください。
　  公益社団法人 栃木市シルバー人材センター

お名前　　　：
ご住所：栃木市
T E L：

（フリガナ）

会員番号：　　　　　　　　　　（未記入でも可）
お名前   　　：
T E L：

（フリガナ）


